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平成２３年度 一般廃棄物処理の概況
１．一般廃棄物の総排出量

平成23年度における一般廃棄物の総排出量は454千トン、県民1人1日あたりの排出量（排出原単位）は887グラムとなっています。平成12年度までは、いずれも増加傾向でしたが、それ以降は、総排出量、排出原単位とも、減少傾向になっています。
図１　ごみの総排出量と1人1日あたりの排出量の推移
[image: image1.wmf]一般廃棄物の総排出量と処理状況・排出原単位の推移
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※国において公表しているごみの総排出量の定義は、平成17年度実績より　収集ごみ量＋直接搬入量＋自家処理量（旧定義）から　収集ごみ量＋直接搬入量＋集団回収量（新定義）に変更となりました。平成23年度より第三次滋賀県廃棄物処理計画が進行していることから、平成17年実績より新定義を採用しています。
※「一般廃棄物」とは家庭や事業所から出たごみのことで、市町が処理しています。一方、工場などでの事業活動に伴って発生する廃油、汚泥などの「産業廃棄物」は、事業者の責任で処理されています。

２．一般廃棄物の処理・資源化量

　平成23年度の一般廃棄物の処理状況をみると、焼却、破砕等により中間処理されたものは403千トン、再生業者等へ直接搬入されたものは25千トン、直接最終処分されたものは7千トンとなっています。総資源化量は、平成22年度の86千トンと同じ86千トンとなっています。直接最終処分と中間処理後の最終処分を合わせた最終処分量は50千トンとなっており、総排出量の11.7％となっています。
図２　ごみ処理フロー
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３．市町別のごみ総排出量・再生利用量等について
　市町別のごみの総排出量は、概ね人口と比例していますが、1人1日あたりのごみの排出量でみると、市域で多くなっています。
　なお、愛知郡１町と犬上郡３町は、可燃性のごみがRDF（ごみ固形燃料化）施設に投入されているため、再生利用量が他市町に比べ比較的高くなっています。
表１　市町別ごみ総排出量、再生利用量等
	　市町別実績（平成23年度）
	
	
	
	
	
	

	　
	総人口
	総排出量
	１人１日あたりのごみ排出量
	総資源化量（ｔ）
	再生利用率
	　

	市町名
	(人)
	(t)
	
	　
	うち集団　　　回収量(t)
	(%)
	　

	　
	　
	　
	(g/人・日)
	　
	
	　
	　

	大津市
	335,877
	117,063 
	952 
	16,775 
	12,490 
	14.0 
	　

	彦根市
	110,412
	44,556 
	1,103 
	6,585 
	3,071 
	14.2 
	　

	長浜市
	121,682
	37,724 
	847 
	6,702 
	0 
	17.8 
	　

	近江八幡市
	80,773
	28,502 
	964 
	3,700 
	1,609 
	13.0 
	　

	草津市
	124,595
	43,312 
	950 
	7,959 
	4,233 
	18.4 
	　

	守山市
	77,617
	23,716 
	835 
	6,739 
	0 
	28.4 
	　

	栗東市
	64,417
	19,120 
	811 
	4,634 
	0 
	24.2 
	　

	甲賀市
	92,284
	28,967 
	858 
	4,992 
	0 
	17.1 
	　

	野洲市
	50,876
	14,832 
	797 
	2,640 
	926 
	17.8 
	　

	湖南市
	52,902
	16,078 
	830 
	2,369 
	817 
	14.7 
	　

	高島市
	52,913
	17,717 
	915 
	3,031 
	278 
	17.0 
	　

	東近江市
	114,229
	30,114 
	720 
	7,011 
	1,854 
	21.4 
	　

	米原市
	40,496
	10,946 
	739 
	2,459 
	0 
	22.5 
	　

	日野町
	22,887
	6,670 
	796 
	1,590 
	628 
	23.8 
	　

	竜王町
	13,022
	3,743 
	785 
	585 
	0 
	15.6 
	　

	愛荘町
	20,121
	4,417 
	600 
	3,937 
	0 
	89.9 
	　

	豊郷町
	7,352
	1,910 
	710 
	1,672 
	0 
	88.0 
	　

	甲良町
	7,806
	2,339 
	819 
	1,441 
	175 
	60.1 
	　

	多賀町
	7,922
	2,017 
	696 
	1,825 
	397 
	90.5 
	　

	県全体
	1,398,183 
	453,743 
	887 
	86,646 
	26,478 
	18.8 
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	


※１　総排出量の定義は「収集ごみ量＋直接搬入量＋集団回収量」

　２　1日1人あたりのごみの排出量＝「総排出量÷総人口÷365日（年によっては366日）」
　３　集団回収量＝「市民団体等による収集において、市町が用具の貸出、補助金等の交付等により関与している回収量」

　４　再生利用量＝「総資源化量÷（ごみ処理量＋集団回収量）×100％」
４．第三次廃棄物処理計画目標の達成状況

　第三次廃棄物処理計画では、一般廃棄物に関する計画を確実かつ効果的に進めるために、定量的な以下の目標が設定されています。
	【目標値等】

（総排出量　  平成20年度:47.5万t → 平成27年度:46.3万t）

（総資源化量　平成20年度:9.4万t → 平成27年度:11.5万t）

（再生利用率　平成20年度:19.8％ → 平成27年度:25％）

（最終処分量　平成20年度:5.6万t → 平成27年度:4.8万t）


　なお、平成23年度の一般廃棄物の内訳と実績状況は以下のとおりです。
図３　平成23年度　一般廃棄物の内訳（万t/年）
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表２　第三次廃棄物処理計画目標と実績
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％
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